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みずほリースグループは、社会の変化を先んじて捉え、 時代のニーズにあわせたビジネスを柔軟に展開することで
新たな価値を創出してきました。
これからも、お客さまの抱える課題について金融の枠を超えた価値共創のパートナーとして解決し、事業活動に貢献
する“プラットフォームカンパニー”を目指していきます。

東京証券取引所市場第一部に株式を上場

㈱みずほフィナンシャルグループとの資本業務提携

丸紅㈱との資本業務提携

2025年度

軌跡

2,434人連結従業員数11.7%ROE

476億円当期純利益 33,999億円営業資産残高

650億円経常利益9,216億円売上高

1972.01
建設機械のベン
ダーリース取り
扱い開始

1985.10
日本初の鉄道車
両リースへの取
り組み

1972.12
海外における船
舶リース取り扱
い開始

1998.11
ストラクチャー
ドファイナンス
への取り組み本
格化

お客さまの設備投資に対する財務ソリューションに強みを持ち、設立以来、工場
設備リースやストラクチャードファイナンス等で数多くの実績をあげてきまし
た。また、国内リース業界の黎明期から、船舶・鉄道車両のリースや建設機械
のベンダーファイナンスプログラムにいち早く取り組む等、他社に先駆けた新
たな取り組みにより、企業の設備投資や販売促進を支えてきました。

みずほリースが先駆けたプロジェクト

2019年
みずほリース㈱へ社名変更

1969年
㈱パシフィックリース設立

1981年
興銀リース㈱へ社名変更
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